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屡
に
濯
已

ス
」
を
建
築
し
て
い
る
。
「
広
島
ハ
ウ
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
荒
波
　
茂

　
２
０
０
０
年
Ｈ
月
2
8
日
、
カ
ン
ボ
り
ｄ
・
－

ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ｊ

め
「
魂
と
医
療
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
合
同
川

　
慰
霊
祭
が
、
王
宮
の
そ
ば
に
あ
る
ウ
ロ
吹

　
ナ
ム
寺
院
で
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
日

　
本
側
の
佐
藤
和
尚
さ
ん
や
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
関

　
係
者
、
こ
の
寺
院
の
僧
り
ょ
で
あ
る
。

　
「
魂
と
医
療
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
第
二

・
次
世
界
大
戦
中
に
他
界
し
た
日
本
人
と

　
現
地
の
人
た
ち
の
慰
霊
、
現
在
生
き
て

　
い
る
人
た
ち
の
健
康
推
進
が
目
的
だ
。

　
　
こ
の
ウ
ロ
ナ
ム
寺
院
に
は
広
島
の
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
「
広
島
ハ
ウ

カンボジアの｢エイズの家｣
斐

ﾇ1

で
は
原
爆
の
悲
惨
さ
の
体

験
を
基
に
、
平
和
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
宿

泊
施
設
を
備
え
、
日
本
の

若
者
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
支
援
す
る
。
石

山
修
武
・
早
稲
田
大
教
授

は
建
築
学
の
専
門
家
で

・
「
広
島
ハ
ウ
ス
」
の
設
計
、

建
設
に
携
わ
っ
て
い
る
。

私
と
石
山
教
授
は
こ
の
ウ

ロ
ナ
ム
寺
院
境
内
に
「
エ

イ
ズ
の
家
」
を
設
立
す
る

’
こ
と
で
合
意
し
て
い
る
。

　
今
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は

エ
イ
ズ
が
猛
烈
な
勢
い
で

し
か
も
患
者
は
偏
見
と
差
別
に

苦
し
ん
で
い
る
。
こ
の
患
者
に
や
す
ら

ぎ
と
治
療
の
賜
を
ウ
ロ
ナ
ム
寺
院
内
に

提
供
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
は
小
乗
仏
教
の
国
で
あ
り
、
国

民
は
熱
心
な
仏
教
徒
。
特
に
ウ
ロ
ナ
ム

寺
院
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
一
番
権
威
の
あ

る
寺
院
。
こ
の
境
内
に
エ
イ
ズ
患
者
の

賜
が
で
き
れ
ば
、
死
を
迎
え
る
仏
教
徒

に
と
っ
て
最
高
の
や
す
ら
ぎ
が
得
ら

れ
、
エ
イ
ズ
ヘ
の
偏
見
と
差
別
も
改
善

さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
　
「
エ
イ
ズ
の
家
」
に
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
カ

ン
ボ
ジ
ア
支
部
が
治
療
を
提
供
す
る
予

定
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
か
ら
も
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
を
期
待
し
た

/
’
O
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（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
代
表
、
題

字
は
筆
者
）
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